
(57)【要約】

【課題】湾曲部付き挿入部をトロッカに挿入したり、抜

去したりしても、湾曲部の被覆部材のダメージが小さい

湾曲部付き内視鏡を提供することにある。

【解決手段】内視鏡１の挿入部２における湾曲部６を複

数の湾曲駒４１で構成し、湾曲駒４１のうち最も手元側

に配置される湾曲駒４１の外径を他の湾曲駒４１の外径

よりも大きくすることで、内視鏡１の挿入部２をトロッ

カ３０に挿脱しても湾曲部６の被覆部材２９が損傷し難

い。

【選択図】　　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 体 腔 内 に 挿 入 さ れ る 挿 入 部 と 、 挿 入 部 の 先 端 側 に 設 け ら れ た 遠 隔 操 作 に よ り 湾 曲 可 能 な
湾 曲 部 と を 有 す る 内 視 鏡 に お い て 、
　 上 記 湾 曲 部 の 手 元 側 端 部 の 外 径 が 、 上 記 手 元 側 端 部 よ り も 先 端 側 に 配 置 さ れ る 上 記 湾 曲
部 の 部 分 の 外 径 よ り も 大 き い こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ２ 】
　 体 腔 内 に 挿 入 さ れ る 挿 入 部 と 、 挿 入 部 の 先 端 側 に 設 け ら れ た 遠 隔 操 作 に よ り 湾 曲 可 能 な
湾 曲 部 と を 有 す る 内 視 鏡 に お い て 、
　 上 記 湾 曲 部 は 、 環 状 部 材 か ら な る 複 数 の 湾 曲 駒 を 備 え 、 上 記 湾 曲 駒 の う ち 最 も 手 元 側 に
配 置 さ れ る 湾 曲 駒 の 外 径 が そ の 湾 曲 駒 の 先 端 側 に 配 置 さ れ る 他 の 湾 曲 駒 の 外 径 よ り も 大 き
い も の と し 、 最 も 手 元 側 に 配 置 さ れ る 湾 曲 駒 に 対 応 し た 上 記 湾 曲 部 の 部 分 の 外 径 を 、 上 記
湾 曲 部 の 部 分 よ り も 先 端 側 に 位 置 す る 部 分 の 外 径 よ り も 大 き く し た こ と を 特 徴 と す る 内 視
鏡 。
【 請 求 項 ３ 】
　 体 腔 内 に 挿 入 さ れ る 挿 入 部 と 、 挿 入 部 の 先 端 側 に 設 け ら れ た 遠 隔 操 作 に よ り 湾 曲 可 能 な
湾 曲 部 と を 有 す る 内 視 鏡 に お い て 、
　 上 記 湾 曲 部 は 、 環 状 部 材 か ら な る 複 数 の 湾 曲 駒 と 、 こ の 湾 曲 駒 を 被 覆 す る 被 覆 部 材 と を
備 え 、
　 上 記 湾 曲 駒 の う ち 最 も 手 元 側 に 配 置 さ れ る 湾 曲 駒 に 対 応 し て 配 置 さ れ た 被 覆 部 材 の 部 分
の 厚 さ を 、 先 端 側 に 配 置 さ れ る 他 の 部 分 の 厚 さ よ り も 厚 く 形 成 し 、 最 も 手 元 側 に 配 置 さ れ
る 湾 曲 駒 に 対 応 し た 上 記 湾 曲 部 の 部 分 の 外 径 を 、 上 記 湾 曲 部 の 部 分 よ り も 先 端 側 に 位 置 す
る 部 分 の 外 径 よ り も 大 き く し た こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 挿 入 部 に 遠 隔 操 作 に よ り 湾 曲 可 能 な 湾 曲 部 を 有 し た 内 視 鏡 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 開 腹 す る こ と な く 腹 壁 に 穿 刺 し た ト ロ ッ カ を 通 じ て 内 視 鏡 や そ の 他 の 器 具 を 腹 腔
や 胸 腔 内 に 挿 入 し 、 内 視 鏡 に よ る 観 察 下 で 手 術 す る こ と が 多 く な っ た 。 こ の よ う な 手 術 に
使 用 さ れ る 内 視 鏡 は 挿 入 部 が 硬 性 の も の で あ っ た が 、 最 近 で は 、 硬 性 挿 入 部 の 先 端 側 に 手
元 側 か ら の 遠 隔 操 作 に よ り 湾 曲 可 能 な 湾 曲 部 を 設 け た 湾 曲 部 付 き 硬 性 内 視 鏡 が 使 用 さ れ る
よ う に な っ て き た （ 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ３ ７ ７ ０ ５
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 腹 腔 や 胸 腔 内 を 内 視 鏡 に よ る 観 察 下 で 手 術 す る 際 、 体 壁 に 穿 刺 さ れ た ト ロ ッ カ に 内 視 鏡
の 挿 入 部 を 挿 入 し た り 、 ト ロ ッ カ か ら 挿 入 部 を 抜 去 し た り す る 。 し か し 、 湾 曲 部 付 き 硬 性
内 視 鏡 の 挿 入 部 を ト ロ ッ カ か ら 抜 去 す る と き 、 湾 曲 部 を 湾 曲 さ せ た 状 態 の ま ま で ト ロ ッ カ
か ら 抜 去 す る と 、 ト ロ ッ カ の 先 端 縁 が 湾 曲 部 の 被 覆 部 材 に 擦 れ 、 被 覆 部 材 を 傷 め 、 耐 久 性
を 損 な う 虞 が あ る 。 特 に 、 湾 曲 部 の 手 元 側 最 終 湾 曲 駒 の 先 端 付 近 に 位 置 す る 被 覆 部 材 に ト
ロ ッ カ の 先 端 縁 が 強 く 接 触 す る 。 ま た 、 湾 曲 方 向 側 、 特 に 大 き く 湾 曲 さ せ る 向 き の 画 像 上
側 （ Ｕ Ｐ 側 ） に 対 応 し た 被 覆 部 材 の 部 分 に ト ロ ッ カ の 先 端 縁 が 強 く 接 触 し 易 く 、 そ の 部 分
の 湾 曲 部 被 覆 部 材 に ダ メ ー ジ を 受 け 易 か っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 上 記 課 題 に 着 目 し て な さ れ た も の で 、 そ の 目 的 と す る と こ ろ は 、 内 視 鏡 を ト ロ
ッ カ に 挿 入 し た り 、 抜 去 し た り し て も 、 湾 曲 部 の 被 覆 部 材 の ダ メ ー ジ が 小 さ い 湾 曲 部 付 き
内 視 鏡 を 提 供 す る こ と に あ る 。
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【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 請 求 項 １ に 係 る 発 明 は 、 体 腔 内 に 挿 入 さ れ る 挿 入 部 と 、 挿 入 部 の 先 端 側 に 設 け ら れ た 遠
隔 操 作 に よ り 湾 曲 可 能 な 湾 曲 部 と を 有 す る 内 視 鏡 に お い て 、 上 記 湾 曲 部 の 手 元 側 端 部 の 外
径 が 、 上 記 手 元 側 端 部 よ り も 先 端 側 に 配 置 さ れ る 上 記 湾 曲 部 の 部 分 の 外 径 よ り も 大 き い こ
と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 請 求 項 ２ に 係 る 発 明 は 、 体 腔 内 に 挿 入 さ れ る 挿 入 部 と 、 挿 入 部 の 先 端 側 に 設 け ら れ た 遠
隔 操 作 に よ り 湾 曲 可 能 な 湾 曲 部 と を 有 す る 内 視 鏡 に お い て 、
　 上 記 湾 曲 部 は 、 環 状 部 材 か ら な る 複 数 の 湾 曲 駒 を 備 え 、 上 記 湾 曲 駒 の う ち 最 も 手 元 側 に
配 置 さ れ る 湾 曲 駒 の 外 径 が そ の 湾 曲 駒 の 先 端 側 に 配 置 さ れ る 他 の 湾 曲 駒 の 外 径 よ り も 大 き
い も の と し 、 最 も 手 元 側 に 配 置 さ れ る 湾 曲 駒 に 対 応 し た 上 記 湾 曲 部 の 部 分 の 外 径 を 、 上 記
湾 曲 部 の 部 分 よ り も 先 端 側 に 位 置 す る 部 分 の 外 径 よ り も 大 き く し た こ と を 特 徴 と す る も の
で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 請 求 項 ３ に 係 る 発 明 は 、 体 腔 内 に 挿 入 さ れ る 挿 入 部 と 、 挿 入 部 の 先 端 側 に 設 け ら れ た 遠
隔 操 作 に よ り 湾 曲 可 能 な 湾 曲 部 と を 有 す る 内 視 鏡 に お い て 、 上 記 湾 曲 部 は 、 環 状 部 材 か ら
な る 複 数 の 湾 曲 駒 と 、 こ の 湾 曲 駒 を 被 覆 す る 被 覆 部 材 と を 備 え 、 上 記 湾 曲 駒 の う ち 最 も 手
元 側 に 配 置 さ れ る 湾 曲 駒 に 対 応 し て 配 置 さ れ た 被 覆 部 材 の 部 分 の 厚 さ を 、 先 端 側 に 配 置 さ
れ る 他 の 部 分 の 厚 さ よ り も 厚 く 形 成 し 、 最 も 手 元 側 に 配 置 さ れ る 湾 曲 駒 に 対 応 し た 上 記 湾
曲 部 の 部 分 の 外 径 を 、 上 記 湾 曲 部 の 部 分 よ り も 先 端 側 に 位 置 す る 部 分 の 外 径 よ り も 大 き く
し た こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 湾 曲 部 を 湾 曲 さ せ た 状 態 で 内 視 鏡 の 挿 入 部 を ト ロ ッ カ に 挿 入 し た り 、
抜 去 し た り し て も 、 湾 曲 部 の 被 覆 部 材 は ダ メ ー ジ を 受 け 難 い 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 〔 第 １ 実 施 形 態 〕
　 図 １ 、 図 ２ 及 び 図 ５ を 参 照 し て 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 （ 構 成 ）
　 図 １ は 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 の 外 観 構 造 を 示 す 説 明 図 で あ り 、 図 ２ は 内 視 鏡 に お け
る 挿 入 部 の 縦 断 面 図 で あ り 、 図 ５ は そ の 内 視 鏡 の 使 用 状 態 の 説 明 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 の 内 視 鏡 １ は 、 体 腔 内 等 に 挿 入 さ れ る 細 長 い 挿 入 部 ２ と
、 こ の 長 尺 な 挿 入 部 ２ の 基 端 側 に 連 設 さ れ た 把 持 部 を 兼 ね た 太 径 の 操 作 部 ３ と 、 こ の 操 作
部 ３ か ら 後 方 へ 延 出 さ れ た 可 撓 性 を 有 す る ユ ニ バ ー サ ル コ ー ド ４ と を 備 え る 。 上 記 挿 入 部
２ は 、 先 端 側 よ り 順 に 配 設 さ れ る 、 対 物 光 学 系 等 を 備 え た 硬 性 の 先 端 部 ５ と 、 湾 曲 可 能 な
湾 曲 部 ６ と 、 硬 性 の 硬 性 管 部 ７ で 構 成 さ れ て い る 。 尚 、 上 記 硬 性 管 部 ７ の 代 わ り に 軟 性 の
軟 性 管 部 と し た 軟 性 の も の で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 上 記 操 作 部 ３ に は 、 上 記 湾 曲 部 ６ を 遠 隔 的 に 湾 曲 操 作 す る た め の 湾 曲 レ バ ー ８ が 設 け ら
れ て い る 。 上 記 ユ ニ バ ー サ ル コ ー ド ４ に は 、 後 述 す る よ う に 、 照 明 光 を 伝 送 す る ラ イ ト ガ
イ ド フ ァ イ バ 及 び 各 種 信 号 を 伝 送 す る 信 号 ケ ー ブ ル 等 が 内 蔵 さ れ る 。 ユ ニ バ ー サ ル コ ー ド
４ の 延 出 終 端 に は 、 外 部 の 光 源 装 置 に 接 続 可 能 な ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ ９ が 接 続 さ れ て い
る 。 ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ ９ は 、 そ の 側 方 よ り ビ デ オ ケ ー ブ ル １ ０ が 分 岐 し て お り 、 こ の
ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ ９ の 延 出 終 端 に は 、 図 示 し な い 制 御 装 置 あ る い は 信 号 処 理 装 置 と し
て の 例 え ば ビ デ オ プ ロ セ ッ サ に 対 し て 電 気 的 に 接 続 可 能 な ビ デ オ コ ネ ク タ １ １ が 接 続 さ れ
て い る 。

10

20

30

40

50

(3) JP 2005-304545 A 2005.11.4



【 ０ ０ １ ３ 】
　 内 視 鏡 １ に お け る 挿 入 部 ２ の 内 部 構 造 は 図 ２ に 示 す よ う に 構 成 さ れ て い る 。 す な わ ち 、
挿 入 部 ２ の 内 部 に は 、 光 源 装 置 へ 供 給 さ れ た 照 明 光 を 伝 送 す る ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ １ ２
と 、 撮 像 ユ ニ ッ ト １ ３ に よ り 観 察 像 を 光 電 変 換 し て 得 た 電 気 信 号 を 上 記 ビ デ オ プ ロ セ ッ サ
に 供 給 す る 信 号 ケ ー ブ ル １ ４ と 、 上 記 湾 曲 部 ６ を 湾 曲 操 作 す る た め の 複 数 の 湾 曲 操 作 ワ イ
ヤ １ ５ 等 が 配 置 さ れ て い る 。 上 記 ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ １ ２ の 先 端 は 先 端 部 ５ の 本 体 部 １
６ の 先 端 面 に 設 け ら れ る 照 明 レ ン ズ １ ７ に 当 接 さ れ て い る 。 ま た 、 本 体 部 １ ６ に は 照 明 レ
ン ズ １ ７ の 近 傍 に 位 置 し て 上 記 撮 像 ユ ニ ッ ト １ ３ の 最 先 端 部 の 対 物 レ ン ズ １ ８ が 設 け ら れ
て い る 。 先 端 部 ５ の 本 体 部 １ ６ の 後 端 側 外 周 に は 先 端 カ バ ー １ ９ が 嵌 合 し て 接 着 固 定 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 さ ら に 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 上 記 先 端 部 ５ の 後 端 側 に 位 置 す る 湾 曲 部 ６ に は 、 複 数 の 湾
曲 駒 ２ １ を 有 し た 湾 曲 管 ２ ２ が 設 け ら れ て い る 。 湾 曲 駒 ２ １ と し て は 、 先 端 側 か ら 順 に 第
１ 湾 曲 駒 ２ １ ａ 、 第 ２ 湾 曲 駒 ２ １ ｂ 、 第 ３ 湾 曲 駒 ２ １ ｃ 、 第 ４ 湾 曲 駒 ２ １ ｄ 、 第 ５ 湾 曲 駒
２ １ ｅ 及 び 最 終 湾 曲 駒 ２ １ ｆ が あ り 、 そ れ ぞ れ 隣 接 す る 湾 曲 駒 ２ １ 同 士 が リ ベ ッ ト ２ ３ に
よ り 回 動 自 在 に 連 結 さ れ る 。 こ こ で 、 最 終 湾 曲 駒 ２ １ ｆ の 外 径 は 、 他 の 湾 曲 駒 ２ １ ａ ～ ２
１ ｅ の 外 径 よ り も 大 き く 設 定 さ れ て い る 。 ま た 、 最 先 端 に 位 置 す る 第 １ 湾 曲 駒 ２ １ ａ は 、
先 端 部 ５ の 本 体 部 １ ６ に 固 定 さ れ 、 最 終 端 に 位 置 す る 最 終 湾 曲 駒 ２ １ ｆ は 、 後 述 す る 継 ぎ
管 ３ １ を 介 し て 硬 性 の 硬 性 管 部 ７ の 先 端 に 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 上 記 湾 曲 管 ２ ２ の 第 １ 湾 曲 駒 ２ １ ａ に は 、 一 端 が 図 示 し な い 手 元 側 の 湾 曲 操 作 部 に 固 定
さ れ た 上 下 左 右 に 配 置 さ れ た ４ 本 の 湾 曲 操 作 ワ イ ヤ １ ５ の 先 端 部 分 を そ れ ぞ れ ロ ー 付 け や
半 田 付 け に よ っ て 固 着 す る ４ つ の 固 着 部 ２ ５ が 上 下 左 右 の 位 置 に そ れ ぞ れ 形 成 さ れ て い る
。 こ れ ら の 湾 曲 操 作 ワ イ ヤ １ ５ を そ れ ぞ れ 選 択 的 に 牽 引 操 作 す る こ と に よ り 、 上 記 湾 曲 部
６ を 所 定 の 向 き 湾 曲 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 上 記 湾 曲 管 ２ ２ の 湾 曲 駒 ２ １ ｂ ， ２ １ ｃ ， ２ １ ｄ ， ２ １ ｅ ， ２ １ ｆ の 内 周 部 位 に は 、 上
記 各 湾 曲 操 作 ワ イ ヤ １ ５ を 挿 通 し て 湾 曲 操 作 ワ イ ヤ １ ５ の 位 置 を 規 制 す る ワ イ ヤ 受 け ２ ６
が 配 置 さ れ て い る 。 各 ワ イ ヤ 受 け ２ ６ は 、 湾 曲 駒 ２ １ ｂ ， ２ １ ｃ ， ２ １ ｄ ， ２ １ ｅ ， ２ １
ｆ の 内 面 に ロ ー 付 け や 半 田 付 け に よ り 固 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 上 記 湾 曲 管 ２ ２ の 外 側 に は 、 例 え ば 、 金 属 製 の 素 線 や 樹 脂 製 の 素 線 を 管 状 に 編 組 み 構 成
し た 編 み 管 （ ブ レ ー ド ） ２ ７ が 被 覆 さ れ て い る 。 こ の 編 み 管 ２ ７ の 両 端 縁 部 は 半 田 付 け や
接 着 等 に よ り 最 先 端 の 湾 曲 駒 ２ １ ａ と 、 継 ぎ 管 ３ １ ま た は 最 後 端 の 湾 曲 駒 ２ １ ｆ に 固 着 さ
れ て い る 。 編 み 管 ２ ７ の 外 側 に は 、 例 え ば 、 ゴ ム 、 エ ラ ス ト マ ー か ら な る 湾 曲 部 被 覆 部 材
２ ９ が 被 覆 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 上 記 湾 曲 部 ６ の 後 端 に は 、 継 ぎ 管 ３ １ が 設 け ら れ て お り 、 上 記 湾 曲
部 ６ の 基 端 は 、 そ の 継 ぎ 管 ３ １ を 利 用 し て 上 記 硬 性 管 部 ７ の 先 端 部 に 固 着 さ れ て い る 。 継
ぎ 管 ３ １ の 内 面 に は 湾 曲 操 作 ワ イ ヤ １ ５ を 挿 通 し て 、 そ の 湾 曲 操 作 ワ イ ヤ １ ５ を ガ イ ド す
る コ イ ル ３ ２ の 先 端 が ロ ー 付 け や 半 田 付 け に よ っ て 固 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 （ 作 用 ）
　 次 に 、 こ の 内 視 鏡 １ を 使 用 す る 場 合 の 一 例 に つ い て 説 明 す る 。 ま ず 、 図 ５ に 示 す よ う に
、 体 壁 に 穿 刺 さ れ た ト ロ ッ カ ３ ５ 内 を 通 じ て 内 視 鏡 １ の 挿 入 部 ２ を 体 腔 内 に 挿 入 し 、 ま た
は 抜 去 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 一 般 に 、 湾 曲 動 作 を 行 っ た 状 態 で 内 視 鏡 １ の 挿 入 部 ２ を ト ロ ッ カ ３ ５ か ら 抜 去 し よ う と
す る 場 合 、 湾 曲 部 ６ が 湾 曲 し て い る と 、 ト ロ ッ カ ３ ５ の 先 端 部 ３ ５ ａ に 湾 曲 部 ６ の 湾 曲 部
被 覆 部 材 ２ ９ が 接 触 し 易 い 。 特 に 、 最 終 湾 曲 駒 ２ １ ｆ の 先 端 側 付 近 、 ま た は 湾 曲 方 向 及 び
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画 像 の 上 側 （ Ｕ Ｐ 側 ） に 位 置 す る 湾 曲 部 ６ の 湾 曲 部 被 覆 部 材 ２ ９ の 部 分 に ト ロ ッ カ ３ ５ の
先 端 部 ３ ５ ａ が 接 触 し 易 い 。 こ れ は 、 ト ロ ッ カ ３ ５ 内 で 内 視 鏡 １ の 挿 入 部 ２ が 動 き 、 湾 曲
部 ６ が 湾 曲 し て い る と 、 そ の 湾 曲 部 被 覆 部 材 ２ ９ の 外 周 面 が 、 ト ロ ッ カ ３ ５ の 先 端 部 ３ ５
ａ に お け る 肩 口 に 近 接 す る た め で あ る 。 こ の 結 果 、 内 視 鏡 １ の 挿 入 部 ２ を 挿 入 ・ 抜 去 す る
際 、 ト ロ ッ カ ３ ５ の 先 端 部 ３ ５ ａ に お け る 肩 口 付 近 に よ っ て 湾 曲 部 被 覆 部 材 ２ ９ の 外 周 面
が 擦 れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 し か し 、 本 実 施 形 態 で は 、 最 終 の 湾 曲 駒 ２ １ ｆ の 外 径 が 他 の 湾 曲 駒 ２ １ ａ ～ ２ １ ｅ の 外
径 よ り も 大 き く な っ て い る の で 、 そ の 最 終 の 湾 曲 駒 ２ １ ｆ に 対 応 す る 部 分 の 外 径 は 他 の 部
分 よ り も 大 き い 。 こ の た め 、 ト ロ ッ カ ３ ５ 内 に 挿 入 さ れ た 最 終 の 湾 曲 駒 ２ １ ｆ に 対 応 す る
部 分 が ト ロ ッ カ ３ ５ の 内 孔 の 中 心 に 位 置 す る よ う に ガ イ ド さ れ 、 最 終 の 湾 曲 駒 ２ １ ｆ に 対
応 す る 部 分 よ り も 前 側 の 湾 曲 部 被 覆 部 材 ２ ９ が 当 た り に く い 。 つ ま り 、 最 終 の 湾 曲 駒 ２ １
ｆ の 先 端 側 付 近 に 位 置 し て い る 湾 曲 部 被 覆 部 材 ２ ９ の 部 分 よ り 前 の 部 分 が ト ロ ッ カ ３ ５ の
先 端 部 ３ ５ ａ に 接 触 し に く い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 （ 効 果 ）
　 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 最 終 湾 曲 駒 ２ １ ｆ の 外 径 が 他 の 湾 曲 駒 ２ １ ａ ～ ２ １ ｅ の 外 径 よ り
も 大 き く な っ て い る の で 、 最 終 湾 曲 駒 ２ １ ｆ に 対 応 し た 湾 曲 部 ６ の 部 分 の 外 径 も そ の 先 端
側 付 近 に 位 置 し て い る 部 分 よ り も 大 き く な る 。 最 終 湾 曲 駒 ２ １ ｆ に 対 応 し た 湾 曲 部 ６ の 部
分 は ト ロ ッ カ ３ ５ の 中 心 に 位 置 決 め さ れ 、 最 終 湾 曲 駒 ２ １ ｆ の 先 端 側 付 近 に 位 置 し て い る
湾 曲 部 被 覆 部 材 ２ ９ に ト ロ ッ カ ３ ５ の 先 端 部 ３ ５ ａ が 接 触 し 難 い の で 、 ト ロ ッ カ ３ ５ の 先
端 部 ３ ５ ａ が 湾 曲 部 被 覆 部 材 ２ ９ に 接 触 し て ダ メ ー ジ を 与 え な い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 〔 第 １ 実 施 形 態 の 変 形 例 〕
　 上 述 し た 第 １ 実 施 形 態 の 各 種 の 変 形 例 を 挙 げ る 。 図 ３ 及 び 図 ４ は そ れ ぞ れ 異 な る 変 形 例
を 示 す 挿 入 部 の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ３ に 示 す 変 形 例 で は 、 最 終 の 湾 曲 駒 ２ １ ｆ を 除 き 、 他 の す べ て の 湾 曲 駒 ２ １ の 外 径 を
等 し く 形 成 す る と 共 に 、 第 ４ 湾 曲 駒 ２ １ ｄ か ら 第 ５ 湾 曲 駒 ２ １ ｅ 及 び 最 終 の 湾 曲 駒 ２ １ ｆ
に わ た り 、 そ れ ら の 部 分 に 外 装 さ れ て い る 湾 曲 部 被 覆 部 材 ２ ９ の 部 分 の 肉 厚 Ａ を 、 他 の 湾
曲 駒 ２ １ ａ ， ２ １ ｂ ， ２ １ ｃ の 部 分 に 被 覆 さ れ て い る 湾 曲 部 被 覆 部 材 ２ ９ の 部 分 の 肉 厚 Ｂ
よ り も 厚 く し て そ の 個 所 の 外 径 を 大 き く 形 成 し た も の で あ る 。 尚 、 最 終 の 湾 曲 駒 ２ １ ｆ の
外 径 も 他 の 湾 曲 駒 ２ １ の 外 径 と 同 じ く 形 成 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の 図 ３ に 示 す 変 形 例 で は 、 上 述 し た 第 １ 実 施 形 態 の 場 合 と 同 様 、 特 に 、 ト ロ ッ カ ３ ５
の 先 端 部 ３ ５ ａ が 接 触 し や す い 最 終 湾 曲 駒 ２ １ ｆ の 先 端 側 付 近 の 外 径 が 、 そ れ よ り 先 端 側
部 分 の 外 径 よ り 大 き く な る の で 、 上 述 し た と 同 様 の 位 置 決 め 規 制 作 用 に よ っ て 、 ま た 、 湾
曲 被 覆 部 材 ２ ９ の 肉 厚 Ａ が 肉 厚 Ｂ よ り も 大 き く 設 定 さ れ て い る の で 、 ト ロ ッ カ ３ ５ の 先 端
部 ３ ５ ａ に 接 触 す る こ と に 対 し て の 強 度 が 高 ま り 、 挿 入 部 ２ を ト ロ ッ カ ３ ５ に 挿 入 部 ２ を
挿 脱 す る 際 の 湾 曲 部 被 覆 部 材 ２ ９ の ダ メ ー ジ を 回 避 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ４ に 示 す 変 形 例 で は 、 上 述 し た 第 １ 実 施 形 態 の 湾 曲 部 ６ の 構 成 に お い て 、 湾 曲 部 被 覆
部 材 ２ ９ の 湾 曲 方 向 で あ っ て 特 に 画 像 の 上 側 （ Ｕ Ｐ 側 ） に 位 置 す る 部 分 の み の 肉 厚 Ｃ が 他
の 部 分 の 肉 厚 Ｄ よ り 大 き く 形 成 し た 。 こ の 図 ４ に 示 す 変 形 例 で は 、 特 に ト ロ ッ カ ３ ５ の 先
端 部 ３ ５ ａ が 接 触 し や す い 湾 曲 部 被 覆 部 材 ２ ９ の 湾 曲 方 向 及 び 画 像 の 上 側 に 位 置 す る 部 分
の 肉 厚 が 大 き く 設 定 さ れ る の で 、 上 述 し た と 同 様 の 位 置 決 め 規 制 作 用 に よ っ て 、 ま た 、 湾
曲 方 向 及 び 画 像 の 上 側 に 位 置 す る 湾 曲 部 被 覆 部 材 ２ ９ の 部 分 が 、 ト ロ ッ カ ３ ５ の 先 端 部 ３
５ ａ に 接 触 す る こ と に 対 し て の 強 度 が 高 ま り 、 湾 曲 部 被 覆 部 材 ２ ９ が ダ メ ー ジ を 受 け 難 い
。
【 ０ ０ ２ ７ 】
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　 尚 、 図 ３ 及 び 図 ４ に 示 し た 変 形 例 に お い て 、 湾 曲 部 被 覆 部 材 ２ ９ の 、 他 の 部 分 よ り も 肉
厚 を 大 き く し た 部 分 に 、 例 え ば 、 金 属 製 ブ レ ー ド 、 金 属 製 板 、 樹 脂 製 ブ レ ー ド 、 樹 脂 部 材
、 繊 維 製 ブ レ ー ド を 内 封 す る よ う に 構 成 し て も よ い 。 ま た 、 湾 曲 部 被 覆 部 材 ２ ９ の 、 他 の
部 分 よ り も 肉 厚 を 大 き く し た 部 分 の 硬 度 を 他 の 部 分 の 硬 度 よ り も 高 く （ 硬 く ） 形 成 し て も
よ い 。 こ の よ う に す れ ば 、 ト ロ ッ カ ３ ５ の 先 端 部 ３ ５ ａ が 接 触 す る こ と に 対 し て の 強 度 が
一 層 高 ま り 、 湾 曲 部 被 覆 部 材 ２ ９ が 破 れ に く い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 上 記 第 １ 実 施 形 態 ま た は そ の 変 形 例 の 構 成 に お い て 、 湾 曲 部 ６ に お け る 最 終 の 湾
曲 駒 ２ １ ｆ の 外 周 面 上 に 複 数 の 凸 部 を 部 分 的 に 設 け て そ の 部 分 の 外 径 が 他 の 湾 曲 駒 ２ １ ａ
～ ２ １ ｅ の 外 径 よ り も 大 き く す る よ う に し て も よ い 。 こ の 場 合 も 最 終 の 湾 曲 駒 ２ １ ｆ に 対
応 し た 湾 曲 部 ６ の 最 終 部 分 に お け る 外 径 を 、 他 の 部 分 の 外 径 よ り も 大 き い も の と 見 る こ と
が で き る 。 こ の 場 合 の 凸 部 を 形 成 す る 方 法 と し て は 、 例 え ば 、 湾 曲 駒 ２ １ ｆ の 外 周 面 上 に
凸 状 部 材 を 固 着 し て も よ い し 、 湾 曲 駒 ２ １ ｆ の 部 材 を 一 部 変 形 さ せ て 凸 部 を 形 成 し て 形 成
す る よ う に し て も よ い 。 望 ま し く は 、 上 記 凸 部 は 、 湾 曲 駒 ２ １ ｆ の 外 周 面 上 に 円 周 方 向 に
等 間 隔 に 少 な く と も ３ つ 以 上 を 設 け る と よ い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 上 述 し た 形 態 の 湾 曲 管 ２ ２ は い ず れ も 各 湾 曲 駒 ２ １ を リ ベ ッ ト ２ ３ に よ り 連 結 す
る よ う に し た 例 で あ る が 、 例 え ば 、 リ ベ ッ ト ２ ３ を 設 け ず に 隣 接 す る 湾 曲 駒 ２ １ の 先 端 部
と 後 端 部 同 士 を 当 接 し て 隣 接 す る 湾 曲 駒 ２ １ 同 士 を 回 動 自 在 に 連 接 さ せ る よ う に し た 形 態
の も の や 、 少 な く と も １ つ の 細 長 の 管 状 部 材 に 複 数 の ス リ ッ ト を 入 れ て そ の 管 状 部 材 を 湾
曲 で き る よ う に し た 形 態 の も の で も よ い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 〔 第 ２ 実 施 形 態 〕
　 図 ６ を 参 照 し て 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 （ 構 成 ）
　 図 ６ は 、 本 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 に お け る 挿 入 部 の 縦 断 面 図 で あ る 。 本 実 施 形 態 で は 、
上 述 し た 第 １ 実 施 形 態 と 同 じ 構 成 に 加 え て 以 下 に 述 べ る 構 成 が 相 違 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 す な わ ち 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 湾 曲 部 ６ に お け る 湾 曲 管 ２ ２ は 、 先 端 側 か ら 順 に 配 置 し
た 第 １ 湾 曲 駒 ４ １ ａ 、 第 ２ 湾 曲 駒 ４ １ ｂ 、 第 ３ 湾 曲 駒 ４ １ ｃ 、 第 ４ 湾 曲 駒 ４ １ ｄ 、 第 ５ 湾
曲 駒 ４ １ ｅ 及 び 最 終 湾 曲 駒 ４ １ ｆ を 備 え 、 そ れ ぞ れ の 湾 曲 駒 ４ １ は 、 リ ベ ッ ト ２ ３ に よ り
順 次 回 動 自 在 に 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 そ し て 、 最 終 湾 曲 駒 ４ １ ｆ に 隣 接 す る 第 ５ 湾 曲 駒 ４ １ ｅ の 外 径 を 、 他 の 湾 曲 駒 ４ １ の 外
径 よ り も 小 さ く 設 定 し て 構 成 さ れ て い る 。 こ こ で は 、 第 ５ 湾 曲 駒 ４ １ ｅ だ け で な く 、 そ れ
よ り 先 端 側 に 位 置 す る 第 ４ 湾 曲 駒 ４ １ ｄ の 外 径 も 他 の 湾 曲 駒 ４ １ の 外 径 よ り も 小 さ く 設 定
し て い る 。 尚 、 中 間 部 に 位 置 す る 他 の 湾 曲 駒 ４ １ の 外 径 も 小 さ く 設 定 す る よ う に し て も よ
い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 （ 作 用 ）
　 本 実 施 形 態 の 場 合 に も 上 述 し た 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 の 作 用 が 得 ら れ る 。 つ ま り 、 少 な く
と も 第 ５ 湾 曲 駒 ４ １ ｅ の 外 径 が 他 の 湾 曲 駒 ４ １ の 外 径 よ り 小 さ い の で 、 ト ロ ッ カ ３ ５ の 先
端 部 ３ ５ ａ が 最 終 湾 曲 駒 ４ １ ｆ の 先 端 側 付 近 に 位 置 し て い る 湾 曲 部 被 覆 部 材 ２ ９ に 接 触 し
に く い の で 湾 曲 部 被 覆 部 材 ２ ９ に ダ メ ー ジ を 与 え に く い 。 ま た 、 最 終 湾 曲 駒 ４ １ ｆ の 外 径
を 他 の 主 な 湾 曲 駒 ４ １ の 外 径 と 同 じ 部 品 に 構 成 す る こ と が で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 （ 効 果 ）
　 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 第 １ 実 施 形 態 と 同 じ 効 果 に 加 え 、 最 終 湾 曲 駒 ４ １ ｆ の 外 径 を 他 の
湾 曲 駒 ４ １ の 外 径 と 同 じ に で き る の で 、 挿 入 部 ２ の 中 間 部 の 外 径 を 小 さ く で き る 。
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【 ０ ０ ３ ６ 】
　 〔 第 ３ 実 施 形 態 〕
　 図 ７ 乃 至 図 ９ を 参 照 し て 内 視 鏡 に 装 着 し て 使 用 す る 外 付 け シ ー ス の 各 種 の 変 形 例 に つ い
て 説 明 す る 。 図 ７ 乃 至 図 ９ は そ れ ぞ れ 異 な る 外 付 け シ ー ス を 示 す 外 観 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 （ 構 成 ）
　 本 実 施 形 態 の 外 付 け シ ー ス は 、 上 述 し た よ う な 内 視 鏡 を 含 む 内 視 鏡 に お け る 挿 入 部 に 被
嵌 し て 、 そ の 挿 入 部 の 湾 曲 部 を 保 護 し よ う と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 ７ に 示 す 一 例 の 外 付 け シ ー ス ５ ０ は 、 円 筒 部 材 か ら な る 先 端 枠 ５ １ と 、 こ の 先 端 枠 ５
１ の 後 端 側 に 設 け ら れ 、 上 記 内 視 鏡 １ の 挿 入 部 ２ に 装 着 し た と き に そ の 内 視 鏡 １ の 湾 曲 部
６ の 部 分 に 位 置 す る 軟 性 の 軟 性 部 材 ５ ２ と 、 こ の 軟 性 部 材 ５ ２ の 後 端 側 に 設 け ら れ 、 管 状
部 材 か ら な る 挿 入 パ イ プ ５ ３ と 、 こ の 挿 入 パ イ プ ５ ３ の 後 端 側 に 設 け ら れ る 本 体 部 ５ ４ と
を 含 み 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 上 記 外 付 け シ ー ス ５ ０ の 軟 性 部 材 ５ ２ は 、 例 え ば 、 樹 脂 製 シ ー ト を 複 数 枚 重 ね て 形 成 し
た り 、 金 属 製 ブ レ ー ド を 内 封 し た シ ー ト で 形 成 し た り 、 樹 脂 製 ブ レ ー ド を 内 封 し た シ ー ト
で 形 成 し た り 、 繊 維 製 ブ レ ー ド を 内 封 し た シ ー ト で 形 成 し て 構 成 さ れ る 。 　
　 ま た 、 本 体 部 ５ ４ に は 、 内 視 鏡 １ の 挿 入 部 ２ に 装 着 し た と き に そ の 内 視 鏡 １ の 操 作 部 ３
と 係 着 す る 溝 ５ ５ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 ８ に 示 す 例 の 外 付 け シ ー ス ６ ０ は 、 そ の 軟 性 部 材 ５ ２ が 、 例 え ば 、 金 属 製 編 み 状 管 、
樹 脂 製 編 み 状 管 ま た は 繊 維 製 編 み 状 管 等 で 形 成 さ れ て い る 。 他 の 構 成 は 上 述 し た 図 ７ に 示
す 外 付 け シ ー ス ５ ０ の も の と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 ９ に 示 す 例 の 外 付 け シ ー ス ７ ０ は 、 そ の 軟 性 部 材 ５ ２ が 、 例 え ば 、 略 円 筒 形 状 で 外 周
面 と 内 周 面 を 貫 通 す る 複 数 の 切 り 欠 き 部 ７ １ を 有 す る 管 状 部 材 か ら な る 。 こ の 管 状 部 材 は
、 例 え ば 、 樹 脂 製 ま た は 金 属 製 の 部 材 か ら な る 。 他 の 構 成 は 図 ７ に 示 す 外 付 け シ ー ス ５ ０
の も の と 同 様 で あ る 。 複 数 の 切 り 欠 き 部 ７ １ を 設 け た こ と に よ り 柔 軟 性 が 増 す 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 こ れ ら の 外 付 け シ ー ス ５ ０ ， ６ ０ ， ７ ０ は 、 内 視 鏡 １ の 挿 入 部 ２ に 着 脱 自 在 に 装 着 さ れ
る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 （ 作 用 ・ 効 果 ）
　 内 視 鏡 １ を 使 用 す る 場 合 に は 、 外 付 け シ ー ス ５ ０ ， ６ ０ ， ７ ０ の い ず れ か を 選 ん で こ れ
に 内 視 鏡 １ の 挿 入 部 ２ に 挿 入 し て 装 着 す る 。 内 視 鏡 １ の 湾 曲 部 ６ に は 外 付 け シ ー ス ５ ０ ，
６ ０ ， ７ ０ の 軟 性 部 材 ５ ２ の 部 分 が 位 置 す る の で 、 ト ロ ッ カ ３ ５ に 挿 入 し た 場 合 、 ト ロ ッ
カ ３ ５ の 先 端 部 ３ ５ ａ が 内 視 鏡 １ の 湾 曲 部 被 覆 部 材 ２ ９ の 部 分 に 直 接 に 接 触 せ ず 、 そ の 湾
曲 部 被 覆 部 材 ２ ９ に ダ メ ー ジ を 与 え る こ と を 回 避 で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 尚 、 本 発 明 は 、 前 述 し た 実 施 形 態 の も の に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 他 の 形 態 に も 適 用
が 可 能 で あ る 。 ま た 、 前 述 し た 説 明 に よ れ ば 、 以 下 の 事 項 ま た は そ れ ら の 事 項 を 組 み 合 わ
せ た 事 項 の 発 明 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 ＜ 付 記 ＞ 　
　 １ ． 体 腔 内 に 挿 入 さ れ る 細 長 い 挿 入 部 と 、 挿 入 部 の 先 端 側 に 設 け ら れ た 遠 隔 操 作 に よ り
湾 曲 可 能 な 湾 曲 部 と を 有 す る 内 視 鏡 に お い て 、
　 上 記 湾 曲 部 は 環 状 部 材 か ら な る 複 数 の 湾 曲 駒 を 備 え 、 上 記 湾 曲 駒 の う ち 最 も 手 元 側 に 配
置 さ れ る 湾 曲 駒 の 外 径 が そ の 湾 曲 駒 の 先 端 側 に 配 置 さ れ る 他 の 湾 曲 駒 の 外 径 よ り も 大 き い
こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 。 　
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　 ２ ． 体 腔 内 に 挿 入 さ れ る 細 長 い 挿 入 部 と 、 挿 入 部 の 先 端 側 に 設 け ら れ た 遠 隔 操 作 に よ り
湾 曲 可 能 な 湾 曲 部 と を 有 す る 内 視 鏡 に お い て 、
　 上 記 湾 曲 部 は 環 状 部 材 か ら な る 複 数 の 湾 曲 駒 を 備 え 、 上 記 湾 曲 駒 の う ち 最 も 手 元 側 に 配
置 さ れ る 最 終 湾 曲 駒 の 先 端 側 に 配 置 さ れ る 湾 曲 駒 の 外 径 が 他 の 湾 曲 駒 の 外 径 よ り も 小 さ い
こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 。 　
　 ３ ． 体 腔 内 に 挿 入 さ れ る 細 長 い 挿 入 部 と 、 挿 入 部 の 先 端 側 に 設 け ら れ た 遠 隔 操 作 に よ り
湾 曲 可 能 な 湾 曲 部 と を 有 す る 内 視 鏡 に お い て 、
　 上 記 湾 曲 部 は 環 状 部 材 か ら な る 複 数 の 湾 曲 駒 を 備 え 、 か つ 、
　 上 記 湾 曲 駒 の う ち 最 も 手 元 側 に 配 置 さ れ る 最 終 湾 曲 駒 と 、
　 上 記 最 終 湾 曲 駒 の 先 端 側 に 配 置 さ れ る 第 ２ の 湾 曲 駒 と 、 上 記 第 ２ の 湾 曲 駒 の 先 端 側 に 配
置 さ れ る 第 ３ の 湾 曲 駒 と を 有 し 、
　 上 記 第 ２ の 湾 曲 駒 及 び 第 ３ の 湾 曲 駒 の 外 径 が 他 の 湾 曲 駒 の 外 径 よ り 小 さ い こ と を 特 徴 と
す る 内 視 鏡 。 　
　 ４ ． 上 記 挿 入 部 の 上 記 湾 曲 部 以 外 の 部 分 が 硬 性 で あ る こ と を 特 徴 と す る 第 １ 項 、 第 ２ 項
ま た は 第 ３ 項 に 記 載 の 内 視 鏡 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ５ ． 内 視 鏡 の 挿 入 部 に 外 付 け シ ー ス を 外 装 し 、 外 付 け シ ー ス に お い て 、 少 な く と も 外 付
け シ ー ス の 内 視 鏡 の 湾 曲 部 に 外 装 す る 部 分 を 、 樹 脂 製 シ ー ト を 複 数 枚 重 ね て 形 成 し た も の
。 　
　 ６ ． 内 視 鏡 の 挿 入 部 に 外 装 す る 外 付 け シ ー ス に お い て 、 少 な く と も 外 付 け シ ー ス の 内 視
鏡 の 湾 曲 部 に 外 装 す る 部 分 を 、 樹 脂 シ ー ト に 金 属 製 網 状 管 を 内 封 す る こ と に よ り 形 成 し た
も の 。 　
　 ７ ． 内 視 鏡 の 挿 入 部 に 外 装 す る 外 付 け シ ー ス に お い て 、 少 な く と も 外 付 け シ ー ス の 内 視
鏡 の 湾 曲 部 に 外 装 す る 部 分 を 、 樹 脂 シ ー ト に 樹 脂 製 網 状 管 を 内 封 す る こ と に よ り 形 成 し た
も の 。 　
　 ８ ． 内 視 鏡 の 挿 入 部 に 外 装 す る 外 付 け シ ー ス に お い て 、 少 な く と も 外 付 け シ ー ス の 内 視
鏡 の 湾 曲 部 に 外 装 す る 部 分 を 、 樹 脂 シ ー ト に 繊 維 製 網 状 管 を 内 封 す る こ と に よ り 形 成 し た
も の 。 　
　 ９ ． 内 視 鏡 の 挿 入 部 に 外 装 す る 外 付 け シ ー ス に お い て 、 少 な く と も 外 付 け シ ー ス の 内 視
鏡 の 湾 曲 部 に 外 装 す る 部 分 を 、 金 属 製 網 状 管 で 形 成 し た も の 。 　
　 １ ０ ． 内 視 鏡 の 挿 入 部 に 外 装 す る 外 付 け シ ー ス に お い て 、 少 な く と も 外 付 け シ ー ス の 内
視 鏡 の 湾 曲 部 に 外 装 す る 部 分 を 、 樹 脂 製 網 状 管 で 形 成 し た も の 。 　
　 １ １ ． 内 視 鏡 の 挿 入 部 に 外 装 す る 外 付 け シ ー ス に お い て 、 少 な く と も 外 付 け シ ー ス の 内
視 鏡 の 湾 曲 部 に 外 装 す る 部 分 を 、 繊 維 製 網 状 管 で 形 成 し た も の 。 　
　 １ ２ ． 内 視 鏡 の 挿 入 部 に 外 装 す る 外 付 け シ ー ス に お い て 、 少 な く と も 外 付 け シ ー ス の 内
視 鏡 の 湾 曲 部 に 外 装 す る 部 分 を 、 略 円 筒 形 状 で 外 周 面 と 内 周 面 を 貫 通 す る 少 な く と も １ つ
の 切 り 欠 き 部 を 有 す る 樹 脂 部 材 で 形 成 し た も の 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 １ ３ ． 体 腔 内 に 挿 入 さ れ る 細 長 い 挿 入 部 の 先 端 側 に 遠 隔 操 作 に よ り 湾 曲 可 能 な 湾 曲 部 を
有 し た 内 視 鏡 と 、
　 上 記 内 視 鏡 に 着 脱 自 在 に 装 着 さ れ 、 少 な く と も 上 記 湾 曲 部 に 外 装 す る 部 分 を 湾 曲 自 在 な
構 成 と し た 外 付 け シ ー ス と 、
　 上 記 内 視 鏡 の 挿 入 部 を 挿 脱 可 能 な ト ロ ッ カ と を 備 え 、
　 上 記 内 視 鏡 を 上 記 ト ロ ッ カ に 挿 入 し て 使 用 す る と き 、 上 記 内 視 鏡 に 上 記 外 付 け シ ー ス を
装 着 す る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 シ ス テ ム 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 の 外 観 構 造 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 同 じ く 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 に お け る 挿 入 部 の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 上 記 第 １ 実 施 形 態 の 変 形 例 に 係 る 内 視 鏡 に お け る 挿 入 部 の 縦 断 面 図 で あ る 。
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【 図 ４ 】 上 記 第 １ 実 施 形 態 の 他 の 変 形 例 に 係 る 内 視 鏡 に お け る 挿 入 部 の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 の 使 用 状 態 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 に お け る 挿 入 部 の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 内 視 鏡 に 使 用 す る 外 付 け シ ー ス を 示 す 外 観 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 内 視 鏡 に 使 用 す る 他 の 外 付 け シ ー ス を 示 す 外 観 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 内 視 鏡 に 使 用 す る さ ら に 他 の 外 付 け シ ー ス を 示 す 外 観 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 １ … 内 視 鏡 、 ２ … 挿 入 部 、 ３ … 操 作 部 、 ５ … 先 端 部 、 ６ … 湾 曲 部 、 ７ … 硬 性 管 部
１ ５ … 湾 曲 操 作 ワ イ ヤ 、 １ ６ … 本 体 部 、 ２ １ … 湾 曲 駒 、 ２ ２ … 湾 曲 管 、 ２ ７ … 編 み 管
２ ９ … 被 覆 部 材 、 ３ ５ … ト ロ ッ カ 。
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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